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13A Picture Book and Humor
ついて、外山はイギリスの辞書（OED）から説明し、
ユーモアを発する側だけではなく、受け取る側の心
理作用として考えている。この考えにはバニョル
（1953）も「自然界には笑いの源泉はない。喜劇的
なものの源泉は笑い手の中にある」と述べている。
ユーモアは単におもしろいとかおかしいというだけ
ではなく、さまざまな感情を伴っていて、時として
哀愁や感傷を感知するが、笑いという感覚によって
新しい視野に立てるということである。確かに近
年、笑うという行動が脳科学上においても快感情を
賦活するという知見はたくさん出ている（『笑いの
治癒力』『笑いと治癒力』から）。ユーモア感覚と笑
いは多様な感情が呼び覚まされるという点でも人間
の本性に訴えるものである。絵本がファンタジーや
日常性を超えて経験できる世界に子どもが触れるこ
とができるのは、子どもの成長にどんなに有益であ
るかは改めて言うまでもない。大人にとってもそうで
あって、ノーマン・カズンズ（1997）は高等な精神機
能とリンクしている笑いのプログラムが働いて笑い
が起きるとし、体のプログラムが円滑に作動して、
日々の生活になると述べるが、ここで笑いを創造し
なければならないとも指摘し、ユーモア感覚を磨く
ことも薦めている。
　私たちは対人関係で笑ったりユーモアを感じ取っ
たりしながら活力を得たりストレスから開放された
り、生き生きと生きる力をもらったりしている。し
かし、目の前の人をストレートに笑うことは関係を
壊したり傷つけたりする危険性もあることはいろい
ろな研究者からも指摘されているとおりで、安心し
た関係のなかで笑いあうのである。対人関係をス
ムーズにするために川柳やことわざもそうである
が、笑いの文化をそれぞれの民族や地域の人が創り
出してきている。落語や漫才などの話芸もそうであ
るし、演劇にもそれがある。絵本はそういった意味
で子どもにやはり笑いを提供するはずである。そし
て大人も楽しむ。
　絵本には絵の重要性を強調しておかなければなら
ない。ここで取り上げたいずれの本も絵があって、
笑いやユーモアが感じられることが大きい。そして
ユーモアや笑いは日常生活の中であふれんばかりに
あるものではなく、チラッとあるから笑いになる。
いつも笑っていたらそれこそ日常性からの乖離があ
りすぎて、日常生活ができなくなるであろう。絵本
はこの笑いの世界も見せ方がうまく構成されてい
る。絵本を開いて、そして終わりになると絵本を閉
じる。開いて、閉じるという行為が笑いやユーモア
を際立たせてくれる舞台でもあり、臨床心理学で言
う枠という考え方にも通じていると思われる。
　最後にマルセル・パニョルの笑いについて「何を
笑うかによって、その人柄がわかる」と述べている
が、これは夏目漱石のユーモアとはその人の木地か
ら生ずるということあわせて考えると、笑う人も笑
われる人も知性や観念ではなくその人の無意識も深
くかかわる生の力なのではないかと思うのである。
真面目とか正義は人間の重要な倫理観ではあるが、
それのみを強調すると正しいだけにむしろ硬直した
精神へと陥る危険性がある。笑いやユーモアからは
精神の自由さや余裕、柔軟さをもたらされることで
個人だけではなく、社会にも新しい力となっていく
のではないかと考えている。
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